
　

　

　

２０２４（令和６）年度　安全衛生管理計画書

基 本 方 針
全社員が一丸となって安全を最優先した

風土を築き、安全衛生水準の向上を追求する
重 点 目 標

　１.作業前のＫＹ実施を強化し「事故・災害ゼロ」を目指す

　２.視野を広くとり行動に責任を持って安全かつ確実な作業を行う

　３.ルールを守りゆとりを持った安全運転で交通事故ゼロを目指す

実施スケジュール　評価項目
 2024年５月27日　作成

 有限会社　一ノ瀬金属

 安全管理責任者　一ノ瀬俊介

　● ＝重点的に実施した

　○ ＝実施した

　× ＝実施できなかった

重　点　施　策 重　点　実　施　内　容
実施スケジュール（月）

計画予定
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

１
安全衛生

管理体制の強化

1 労働安全衛生マネジメントシステムの運用

3 安全衛生推進員による職場安全点検・記録

2 安全管理責任者・作業者による職場巡視・記録 引き続き巡視、点検を行い、作業前の確認をしていく。

4 行動指針の作成 経営理念に則った行動指針を作成し、全社員に展開する

２ 作業手順の遵守

1 作業前のＫＹ実施の強化

2
フォークリフト作業（運搬・荷役）における

作業計画書の見直し・安全作業の徹底
　積卸し作業指揮者教育受講者を増員する

3 手順書の作成、見直し　

３
作業環境の

改善・見直し

1 全員参加によるリスクアセスメントの実施

2 ４Ｓ活動・見える化による注意喚起 新設されたリサイクルショップの見える化を促進する

４
安全運転意識の

啓発

1 安全運転管理者による安全運転の教育

2 道路交通法の遵守

3
ドライブレコーダー・デジタルタコグラフ等による

安全運転の管理

５ 健康の保持増進

1 健康診断・特殊健康診断の実施

3 感染症対策の実施・体調の確認

2 熱中症対策の実施 空調服の着用・熱中症計を掲示

６
安全衛生教育の

実施

1 技能講習・特別教育・安全衛生教育の受講

2 自律的教育訓練の活性化

3 安全衛生年間行事等

昨年度からの

変更点等

昨年度は事故・災害を起こしてしまったこともあり引取・選別作業前のKY実施を強化して、安全意識をさらに向上させる。

技能講習・特別教育を受講し、資格取得を推進する。
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２０２３（令和５）年度　安全衛生管理計画　結果報告書

基 本 方 針
全社員が一丸となって安全を最優先した

風土を築き、安全衛生水準の向上を追求する
重 点 目 標

　１.作業前のＫＹ実施を強化し「事故・災害ゼロ」を目指す

　２.視野を広くとり行動に責任を持って安全かつ確実な作業を行う

　３.ルールを守りゆとりを持った安全運転で交通事故ゼロを目指す

実施スケジュール　評価項目
 2024年５月　８日　作成

 有限会社　一ノ瀬金属

 安全管理責任者　一ノ瀬俊介

　● ＝重点的に実施した

　○ ＝実施した

　× ＝実施できなかった

重　点　施　策 重　点　実　施　内　容
実施スケジュール（月）

実績・次年度への課題等
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

１
安全衛生

管理体制の強化

1 労働安全衛生マネジメントシステムの運用

○ ○

3 安全衛生推進員による職場安全点検・記録

　前年度の結果報告ならびに当年度の計画立案は５月に滞りなく実施した。
● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

2 安全管理責任者・作業者による職場巡視・記録 　引き続き巡視、点検を行い、作業前の確認をしていく。
○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

　安全衛生推進委員の交代をし、「職場の安全点検チェック表」による

　点検を実施した。● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２ 作業手順の遵守

1 作業前のＫＹ実施の強化
　全員参加で作業毎に(回収作業・積込み作業・選別、保管作業)にミーティング時

　ＫＹ実施している。次年度も引き続き行います。● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2
作業前点検の実施・記録（車両・フォークリフト

等）

　車両・フォークリフト等の作業前点検は独自に作成した点検表を用いて実施した。

　異常は早期発見し、迅速に対応した。○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
フォークリフト作業（運搬・荷役）における規程遵

守及び安全作業の徹底

　車両系荷役運搬機械等作業指揮者や積卸し作業指揮者教育を受講し、作業計画書を作成

　した。次年度も受講者を選任し、安全意識の向上に繋げていく。○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

4 手順書の作成、見直し　 　廃棄物分類表の作成や社外処分品の作業手順書の見直し追記した。
○ ○ ● ● ○ ○ ○

３
作業環境の

改善・見直し

1 全員参加によるリスクアセスメントの実施
　化学物質のリスクアセスメントを実施し優先順位を基にリスク低減措置を行った。

　次年度も引き続きリスク低減措置後の残留リスクを検証する。－ － ● ● － － － － － － － －

2 ４Ｓ活動 　注意喚起の表示や一時的に増加した廃棄物の保管場所などにおいて４Ｓを促進した。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４
安全運転意識の

啓発

1 安全運転管理者による安全運転の教育 　安全運転管理者による交通安全教育や事故後の対応手順と実地訓練を行った。
● ● ● ●

2 道路交通法の遵守

　朝礼時等に安全運転の呼びかけを行い、道路交通法の遵守を徹底した。

　道路交通法の改正に伴い運転業務の前後に対面での酒気帯びの有無を確認し、

　記録を保管した。次年度も継続実施する。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3
ドライブレコーダー・デジタルタコグラフ等による

安全運転の管理
　ＩＣＴが駆使された車両運行管理システムを導入し、安全運転管理を行った。

５ 健康の保持増進

1 健康診断・特殊健康診断の実施

○

3 感染症対策の実施・体調の確認

　作業者全員受診した。また「特殊健康診断結果報告書」を、労働基準監督署及び安全管理

　グループに提出した。● ● ●

2 熱中症対策の実施

　酷暑での作業はこまめに水分補給を行った。また、暑さ指数（WBGT値）の

　見える化として熱中症計を掲示し作業前に確認することにより熱中症対策を

　促した。空調服の着用を実施した。次年度も空調服を継続使用し熱中症対策を実施する。
● ● ● ● ○

　手洗いの実施と朝の体調確認を継続実施した。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

６
安全衛生教育の

実施

1 技能講習・特別教育・安全衛生教育の受講 　本年度は技能講習・特別教育を受講し取得した。
● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 常駐者に対する教育の強化
　当年度は新規常駐者が１名増えた。重点的に作業中の注意点を再確認し、

　次年度も増員の際は今年度の教育を継続する。● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○

3 安全衛生年間行事等 　年間の安全衛生関係年間行事予定表を作成し、時期毎の安全衛生活動に参加した。
● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

総　括

　当年度は新規常駐者を１名増員した。安全意識を向上させるため教育を行ったが事故・災害を起こしてしまった。

　作業前のKYの実施を強化して、安全作業を行えるようにする。

　引き続き安全衛生活動を向上させ事故・災害を未然に防ぎ安全衛生文化を構築する。
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